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紙の図書館から電子の図書館へ





























































構想が進められた。アメリカでは、1981年に OCLC（Online Computer Library 








































































































































































































































































６．Google Books Library Project とその教訓
























































































































































































































































































































































　2003年頃に、Excel管理は破綻し、EBSCO A to Zというサービスを導入し


























































































































































































































































































































 　NII国立情報学研究所（National Institute of Informatics） https://www.nii.ac.jp/
８） DOBIS、DOBIS/LIBIS。菅原通・荘司雅之「早稲田大学学術情報システムとユーザー」
https://ci.nii.ac.jp/naid/110002929644
 　「黒澤公人の Project L DOBIS/LIBIS」https://kimito.stars.ne.jp/lib-pl01.htm







14） 新 CAT https://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/about/history.html
15） XMLベース（CATP）フォーマット https://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/about/history.html
16） API http://e-words.jp/w/API.html
17） KOSMOS IIは、丸善が販売していた CALISという図書館パッケージシステムを使用し
ていた。
 　入江伸「KOSMOS Ⅱリプレースの経過とその意味」『MediaNet』No. 7、1999年、pp. 4‒9.
18） CALISは、丸善製の図書・資料情報管理システム。
19） MARC21 https://kotobank.jp/word/MARC%2021、 http://www.loc.gov/marc/bibliographic/
20） RLG https://www.oclc.org/research/home.htm 2000年に OCLCに吸収された。
 　UTLASは、トロント大学が運営していたデータベース。
21） RLINは、RLGが運用していたデータベース。
22） HUMIプロジェクト（Humanities Media Interface）デジタルアーカイヴ http://www.dmc.
keio.ac.jp/digitalarchives/PDF/HUMIweb.pdf
23） 慶應義塾写真データベース http://photodb.mita.lib.keio.ac.jp/








28） Dublin Core Metadata Initiative http://dublincore.org/ これでは目録が取れない。
29） UNICODE https://unicode.org/






 　Rebecca S. Guenther著、鹿島みづき訳、酒井由紀子翻訳協力「MODS：メタデータ オブ
ジェクト ディスクリプション スキーマ」http://project.lib.keio.ac.jp/libsys/doc/MODS_001.pdf
31） MARCXMLは、国議会図書館のネットワーク開発MARC標準局（Network Develop-
ment and MARC Standard Office）が、MARC21データを XMLで表現するために開発した
スキーマ https://kotobank.jp/word/MARCXML-1703823
32） OCRとは、光学的文字認識のこと。
33） 慶應義塾大学は2007年に Google Books Library Projectへ参加。
 　杉山伸也「慶應義塾とグーグル社のライブラリ・プロジェクトでの提携について」
『MediaNet』No. 14、2007年、pp. 29‒30.
 　Google Books Library Project https://www.google.com/googlebooks/library/



































44） “Librarians and the terrible fix: economics of the big deal,” Serials, 23 (2), July 2010, pp. 77‒82.
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